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 取り付け・取り外し角度に十分な留意をしなかったことによる折損 
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 原子炉隔離時冷却系 
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 弁棒 
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概略の寸法 
	
 	
 径 50mm 

損傷発生時の状況 
定格熱出力一定運転中において、原子炉隔離時冷却系（備考①）の定例試験（毎月１回）を実施していたところ、

当系統の蒸気管内側隔離弁（備考②）が全開にならないことが確認された。 
	
 プラント停止後、隔離弁の点検・調査を実施した結果、弁体を上げ下げする弁棒が折損していた。	
  

調査内容とその結果 
折損した弁棒の破面を観察した結果、繰り返し応力によって進展する波状の模様が観察された。 
弁の分解・組み立ては過去３回行っておりいずれも異常は見られなかった。分解・組み立てにおいては、弁棒上部

に駆動部を取り付けた状態で約 38度に傾けながら、取り外し・取り付けを行う。一方、作業場所が狭いことから、
取り付けの過程で弁棒の傾きがずれやすく、傾きがずれると駆動部の重量が弁棒に作用することとなる。 
模擬試験の結果より、弁体に弁棒を取り付ける際、弁棒の傾きがずれ、駆動部の重量が弁棒へ作用した場合、弁棒

に初期亀裂が発生する可能性があることが分かった。 
	
 プラント運転に伴う振動を測定した結果から、弁棒にかかる応力を算出したところ、プラント運転中の振動だけで

は初期亀裂は発生しない。弁棒に初期亀裂がある場合は、プラント運転中の振動により亀裂が進展し、弁棒が折損す

る可能性があることが分かった。 
損傷発生のシナリオ 
前回の分解点検後の弁の組み立て作業時に、作業場所が狭いことから、取り付け・取り外しの過程で弁棒の傾きが

ずれ、過大な応力が発生し、そのため、弁棒に微小な初期亀裂が発生した（データ採録者記入：非金属介在物を起点

として微小な初期亀裂が生じたと思われる）。その後、プラント運転中の振動よる繰り返し応力が疲労限度を超えた

ことにより、微小な亀裂を起点として、疲労破壊が進展し、弁棒が折損した。疲労破壊を示す波状模様は、破面のほ

ぼ全面（直径 50mm）を覆いつくしていた。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
・弁棒を新品に取り替え、新しい弁棒を組み込んで開閉試験を行い、正常に動作することを確認した。 
・今後は、弁の分解・組立作業時に角度計を取り付け、駆動部の重量が弁棒に作用しないよう、弁棒の角度管理を実

施する。また、そのことを作業要領書に記載する。 
教訓 
弁の分解・組み立ての際、取り付け・取り外し角度に十分留意しながら施工管理する。 

備考 
備考①原子炉隔離時冷却系：何らかの原因により、通常の原子炉給水系が使用不可となり、原子炉水位が低下した場

合等において、原子炉の蒸気を駆動源にしてポンプを回し、原子炉の水位確保および炉心の冷却を行う系統。 
備考②原子炉隔離時冷却系の蒸気管内側隔離弁：原子炉隔離時冷却系を流れる蒸気を遮断するための弁の一つ。原子

炉格納容器内に設置されている。 
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